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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第８期
第３四半期
連結累計期間

第７期

会計期間
自 平成30年１月１日
至 平成30年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日

営業収益 (百万円) 26,236 21,657

経常利益 (百万円) 9,427 7,349

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(百万円) 6,216 5,141

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 6,458 5,541

純資産額 (百万円) 35,668 31,796

総資産額 (百万円) 548,102 555,544

１株当たり
四半期（当期）純利益金額

(円) 51.93 43.18

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

(円) 51.28 42.48

自己資本比率 (％) 6.3 5.6
 

　

回次
第８期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成30年７月１日
至 平成30年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 19.07
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　営業収益には、消費税等は含まれておりません。

３　第７期は、決算期変更により平成29年４月１日から平成29年12月31日までの９ヶ月間となっております。こ

れに伴い、第７期第３四半期連結財務諸表を作成していないため、第７期第３四半期連結会計期間及び第７

期第３四半期連結累計期間の主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

４　第８期第１四半期連結会計期間より「資金決済法における仮想通貨の会計処理等に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第38号　平成30年３月14日）を適用しており、第７期の関連する主要な経営指標等につきま

しても、遡及適用後の数値を記載しております。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社の異動もありません。

　なお、平成29年９月22日に仮想通貨事業を営むＧＭＯコイン株式会社の株式を追加取得し連結子会社化したこと及

び同事業の量的重要性が増加したことに伴い、第１四半期連結会計期間より、「仮想通貨事業」を新たに報告セグメ

ントに追加しております。従来の「金融商品取引業」は、「証券・ＦＸ事業」に名称変更しております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、また、平成30年３月26日に提出した有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 経営成績に関する分析

当社は、平成29年６月25日開催の第６期定時株主総会において「定款一部変更の件」が承認されたことを受け

て、第７期（平成29年12月期）より決算期（事業年度の末日）を３月31日から12月31日に変更しております。

これに伴い、平成29年12月期第３四半期連結財務諸表を作成していないため、当四半期報告書におきまして、四

半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書の比較対象としての前期数値については記載をしておりませ

ん。

なお、経営成績に関する説明については、当第３四半期連結累計期間（平成30年１月１日～平成30年９月30日）

と前年同一期間（平成29年１月１日～平成29年９月30日）の参考数値との比較により記載しております。

 
当第３四半期連結累計期間の営業収益は26,236百万円（前年同一期間比35.2％増）、純営業収益は24,793百万円

（同39.2％増）、営業利益は9,268百万円（同51.3％増）、経常利益は9,427百万円（同56.3％増）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は6,216百万円（同37.0％増）となりました。

 
当第３四半期連結累計期間における主な収益、費用、利益の状況は次のとおりです。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：百万円）

 
前年同一期間
（参考値）

当第３四半期
連結累計期間

増減額 増減率

営業収益 19,410 26,236 6,825 35.2％

受入手数料 2,241 3,171 930 41.5％

トレーディング損益 13,842 19,132 5,289 38.2％

金融収益 2,617 3,335 718 27.4％

その他の営業収益 25 37 12 50.8％

その他の売上高 683 558 △125 △18.4％

金融費用 1,061 1,025 △35 △3.4％

売上原価 536 416 △119 △22.3％

純営業収益 17,813 24,793 6,980 39.2％

販売費及び一般管理費 11,686 15,524 3,838 32.8％

営業利益 6,126 9,268 3,141 51.3％

経常利益 6,030 9,427 3,397 56.3％

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,536 6,216 1,679 37.0％
 

 

当第３四半期連結累計期間におけるセグメント別の状況は次のとおりです。

なお、平成29年９月22日に仮想通貨事業を営むＧＭＯコイン株式会社の株式を追加取得し連結子会社化したこと

及び同事業の量的重要性が増加したことに伴い、第１四半期連結会計期間より、「仮想通貨事業」を新たに報告セ

グメントに追加しております。また、従来の「金融商品取引業」は、「証券・ＦＸ事業」に名称変更しておりま

す。 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントとなります。
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　営業収益内訳（セグメント別/商品別）　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 
前年同一期間
（参考値）

当第３四半期
連結累計期間

増減額 増減率

証券・ＦＸ事業 18,727 22,692 3,965 21.2％

株式・ＥＴＦ等※１ 1,452 1,717 265 18.2％

先物・オプション 152 232 79 51.9％

取引所ＦＸ 413 561 148 35.9％

通貨関連店頭デリバティブ 13,164 15,366 2,201 16.7％

ＣＦＤ※２ 876 1,434 558 63.7％

金融収益 2,617 3,335 718 27.4％

その他 48 44 △4 △9.6％

仮想通貨事業 － 2,982 2,982 －

仮想通貨 － 2,982 2,982 －

その他 683 560 △123 △18.0％

その他 683 560 △123 △18.0％

調整額 － 0 0 －

営業収益合計 19,410 26,236 6,825 35.2％
 

※１ 株式・ＥＴＦ等の取引に係る委託手数料及びその他の受入手数料、募集・売出し・特定投資家向け売付け勧誘

等の取扱手数料、投資信託に係るその他の受入手数料が含まれています。

※２ ＣＦＤには、一部海外子会社の店頭ＦＸに係る収益が含まれています。

 
（証券・ＦＸ事業）

国内店頭ＦＸの収益率向上による店頭ＦＸ収益の増加をはじめ店頭デリバティブ取引全般が好調に推移したこと

に加えて、受入手数料や金融収益などが増加したことにより、当セグメントの営業収益は22,692百万円、営業利益

は8,637百万円となりました。

 
（仮想通貨事業）

仮想通貨事業においては、積極的なプロモーション活動を行ったことから口座開設数は順調に増加しました。収

益・利益面においては、平成30年１月に仮想通貨市場において多くの仮想通貨の価格が急落したことが影響し、第

１四半期連結会計期間は営業損失となったものの、各種施策の実施により平成30年２月下旬以降は安定的に推移

し、第２四半期連結会計期間以降は営業利益を計上いたしました。この結果、当セグメントの営業収益は2,982百万

円、営業利益は486百万円となりました。

 

EDINET提出書類

ＧＭＯフィナンシャルホールディングス株式会社(E26815)

四半期報告書

 5/21



 

(2) 財政状況の分析

当社は、第１四半期連結会計期間より会計方針の変更を行っており、当該会計方針の変更は前連結会計年度につ

いても遡及適用しております。当第３四半期決算の財政状態に関する説明については、当該会計方針の遡及適用後

の金額に基づき記載しております。　

　（単位：百万円）

 前連結会計年度末
当第３四半期
連結会計期間末

増減額

総資産 555,544 548,102 △7,441

負債 523,747 512,433 △11,313

純資産 31,796 35,668 3,871
 

　

（総資産）

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は548,102百万円（前期末比7,441百万円の減少）となりました。

これは主に、現金及び預金の増加10,739百万円、預託金の減少18,931百万円、預り仮想通貨の減少11,367百万円、

信用取引資産の減少11,096百万円、有価証券担保貸付金の増加7,721百万円、短期差入保証金の増加5,499百万円、

支払差金勘定の増加9,135百万円によるものです。

 
（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は512,433百万円（前期末比11,313百万円の減少）となりました。

これは主に、預り金の減少7,492百万円、預り仮想通貨の減少11,367百万円、短期借入金の増加3,386百万円、1年内

返済予定の長期借入金の増加3,600百万円、長期借入金の減少4,050百万円などによるものです。

 
（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は35,668百万円（前期末比3,871百万円の増加）となりました。これ

は主に、利益剰余金が、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による増加と配当金の支払いによる利益剰余金

の減少の結果として3,507百万円増加したこと、非支配株主持分の増加173百万円によるものです。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

(5) 従業員数

当第３四半期連結累計期間において、著しい変動はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 187,500,000

計 187,500,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成30年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成30年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会

内容

普通株式 119,913,635 119,913,635
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株であ
ります。

計 119,913,635 119,913,635 ― ―
 

(注) 提出日現在発行数には、平成30年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成30年７月１日～
平成30年９月30日
 （注）

63,125 119,913,635 ６ 656 ６ 1,501

 

（注）新株予約権の行使による増加であります。

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成30年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

119,906,300
1,199,063 ―

単元未満株式
普通株式

7,335
― ―

発行済株式総数 119,913,635 ― ―

総株主の議決権 ― 1,199,063 ―
 

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

(1)当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）並びに同規則第61条及び第82条の規定に基づき、「金融商品取引業等に関する内閣府令」（平成19年内閣

府令第52号）、及び「有価証券関連業経理の統一に関する規則」（昭和49年11月14日付日本証券業協会自主規制規

則）に準拠して作成しております。

 

(2)当社は、平成29年６月25日開催の第６期定時株主総会において、定款の一部変更を決議し、決算期を３月31日から

12月31日に変更いたしました。これに伴い、前第３四半期連結財務諸表を作成していないため、前第３四半期連結会

計期間及び前第３四半期連結累計期間については記載しておりません。また、当第３四半期連結会計期間は平成30年

７月１日から平成30年９月30日まで、当第３四半期連結累計期間は平成30年１月１日から平成30年９月30日までと

なっております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平

成30年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年１月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

ＧＭＯフィナンシャルホールディングス株式会社(E26815)

四半期報告書

 9/21



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成29年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 36,542 47,281

  預託金 286,848 267,917

  預り仮想通貨 29,970 18,602

  信用取引資産 113,833 102,736

  有価証券担保貸付金 － 7,721

  短期差入保証金 46,996 52,495

  支払差金勘定 26,696 35,831

  繰延税金資産 219 355

  その他 8,753 8,324

  貸倒引当金 △45 △49

  流動資産合計 549,814 541,215

 固定資産   

  有形固定資産 815 809

  無形固定資産 2,438 2,801

  投資その他の資産   

   繰延税金資産 727 591

   その他 1,825 2,751

   貸倒引当金 △77 △68

   投資その他の資産合計 2,474 3,274

  固定資産合計 5,729 6,886

 資産合計 555,544 548,102

負債の部   

 流動負債   

  信用取引負債 48,639 45,958

  有価証券担保借入金 22,782 24,515

  預り金 54,729 47,237

  預り仮想通貨 29,970 18,602

  受入保証金 294,916 295,769

  受取差金勘定 4,095 3,283

  短期借入金 52,200 55,586

  1年内返済予定の長期借入金 600 4,200

  未払法人税等 781 2,348

  賞与引当金 301 535

  役員賞与引当金 15 331

  その他 4,196 7,478

  流動負債合計 513,228 505,845

 固定負債   

  長期借入金 7,550 3,500

  その他 1,065 1,423

  固定負債合計 8,615 4,923

 特別法上の準備金   

  金融商品取引責任準備金 1,903 1,664

  特別法上の準備金合計 1,903 1,664

 負債合計 523,747 512,433
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成29年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 595 656

  資本剰余金 2,841 2,902

  利益剰余金 27,154 30,662

  株主資本合計 30,591 34,220

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 456 525

  その他の包括利益累計額合計 456 525

 非支配株主持分 748 921

 純資産合計 31,796 35,668

負債純資産合計 555,544 548,102
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

          (単位：百万円)

          当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年９月30日)

営業収益  

 受入手数料 3,171

 トレーディング損益 19,132

 金融収益 3,335

 その他の営業収益 37

 その他の売上高 558

 営業収益合計 26,236

金融費用 1,025

売上原価 416

純営業収益 24,793

販売費及び一般管理費  

 取引関係費 6,708

 人件費 3,080

 不動産関係費 2,065

 事務費 2,208

 減価償却費 661

 租税公課 528

 貸倒引当金繰入額 13

 のれん償却額 122

 その他 136

 販売費及び一般管理費合計 15,524

営業利益 9,268

営業外収益  

 投資事業組合運用益 134

 為替差益 21

 その他 8

 営業外収益合計 165

営業外費用  

 売買過誤差損金 3

 その他 2

 営業外費用合計 6

経常利益 9,427
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          (単位：百万円)

          当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年９月30日)

特別利益  

 金融商品取引責任準備金戻入 238

 投資有価証券売却益 43

 資産除去債務戻入益 7

 特別利益合計 288

特別損失  

 固定資産除却損 13

 特別損失合計 13

税金等調整前四半期純利益 9,703

法人税、住民税及び事業税 3,313

法人税等調整額 0

法人税等合計 3,313

四半期純利益 6,389

非支配株主に帰属する四半期純利益 173

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,216
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

          (単位：百万円)

          当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益 6,389

その他の包括利益  

 為替換算調整勘定 69

 その他の包括利益合計 69

四半期包括利益 6,458

（内訳）  

 親会社株主に係る四半期包括利益 6,285

 非支配株主に係る四半期包括利益 173
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【注記事項】

(会計方針の変更)

「資金決済法における仮想通貨の会計処理等に関する当面の取扱い」（実務対応報告第38号 平成30年３月14日）

を、第１四半期連結会計期間から適用し、当社連結子会社が保有する仮想通貨については、活発な市場が存在する

ことから、市場価格に基づく価額をもって連結貸借対照表に計上するとともに、帳簿価額との差額は、トレーディ

ング損益として計上しております。また、預託者から預った仮想通貨においては、預り仮想通貨として資産及び負

債に計上し、当社連結子会社が保有する仮想通貨と同様の方法により評価を行っており、評価損益は計上しており

ません。

また、当該会計方針の変更は、前連結会計年度についても遡及適用しており、前年四半期及び前連結会計年度に

ついては、遡及適用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。

この結果、前連結会計年度の流動資産及び流動負債に、預り仮想通貨として29,970百万円を計上したことによ

り、流動資産、資産合計、流動負債及び負債合計が、それぞれ29,970百万円増加しております。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおり

であります。

 

 
当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年１月１日
至　平成30年９月30日)

減価償却費 661百万円

のれん償却額 122百万円
 

 

(株主資本等関係)

当第３四半期連結累計期間（自　平成30年１月１日　至　平成30年９月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年２月20日
取締役会

普通株式 739 6.20 平成29年12月31日 平成30年３月26日 利益剰余金

平成30年５月22日
取締役会

普通株式 892 7.46 平成29年３月31日 平成30年６月20日 利益剰余金

平成30年７月26日
取締役会

普通株式 1,076 8.98 平成30年６月30日 平成30年９月20日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年10月25日
取締役会

普通株式 1,143 9.54 平成30年９月30日 平成30年12月20日 利益剰余金
 

 
３　株主資本の著しい変動

該当事項はありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間(自 平成30年１月１日 至 平成30年９月30日)

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：百万円)

 
報告セグメント その他

(注)１
調整額
(注)２

四半期連結損益
計算書計上額
(注)３証券・ＦＸ事業 仮想通貨事業 計

営業収益       

外部顧客への営業収益 22,736 2,938 25,675 560 － 26,236

セグメント間の内部
営業収益又は振替高

△43 43 △0 － 0 －

計 22,692 2,982 25,675 560 0 26,236

セグメント利益 8,637 486 9,124 144 0 9,268
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム関連事業を含んでおり

ます。

２．セグメント利益の調整額0百万円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

平成29年９月22日に仮想通貨事業を営むＧＭＯコイン株式会社の株式を追加取得し連結子会社化したこと及び同

事業の量的重要性が増加したことに伴い、第１四半期連結会計期間より、「仮想通貨事業」を新たに報告セグメン

トに追加しております。

　また、従来の「金融商品取引業」は、「証券・ＦＸ事業」に名称変更しております。なお、当該名称変更による

セグメント情報に与える影響はありません。

 

(金融商品関係)

当第３四半期連結貸借対照表計上額と時価との差額及び前連結会計年度に係る連結貸借対照表計上額と時価との

差額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

(有価証券関係)

前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略しております。
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(デリバティブ取引関係)

前連結会計年度末（平成29年12月31日）

区分 取引の種類
契約額等
(百万円)

契約額等のうち
１年超
(百万円)

時価
(百万円)

評価損益
(百万円)

店頭

外国為替証拠金取引     

　売建 879,774 － 7,644 7,644

　買建 854,215 － 15,058 15,058

合計 － － 22,703 22,703
 

(注)　時価の算定方法　連結会計年度末の直物為替相場により算定しております。

 
当第３四半期連結会計期間末（平成30年９月30日）

対象物の種類が通貨であるデリバティブ取引が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、当

該取引の契約額その他の金額に前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

区分 取引の種類
契約額等
(百万円)

契約額等のうち
１年超
(百万円)

時価
(百万円)

評価損益
(百万円)

店頭

外国為替証拠金取引     

　売建 814,214 － 15,838 15,838

　買建 775,372 － 16,216 16,216

合計 － － 32,055 32,055
 

(注)　時価の算定方法　当第３四半期連結会計期間末の直物為替相場により算定しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年１月１日
至　平成30年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 51.93円

 (算定上の基礎)  

  親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 6,216

  普通株主に帰属しない金額(百万円) －

  普通株式に係る親会社株主に帰属する
  四半期純利益金額(百万円)

6,216

  普通株式の期中平均株式数(株) 119,700,196

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 51.28円

 (算定上の基礎)  

  親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(百万円) －

  普通株式増加数(株) 1,514,551

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－

 

 

EDINET提出書類

ＧＭＯフィナンシャルホールディングス株式会社(E26815)

四半期報告書

18/21



２ 【その他】

（剰余金の配当）

平成30年７月26日開催の取締役会において、平成30年６月30日の最終株主名簿に記録された株主に対し、次のと

おり第２四半期配当を行うことを決議いたしました。

(1) 配当の総額 1,076百万円

(2) １株当たりの配当額 8円98銭

(3) 支払請求の効力発生日及び支払開始 平成30年９月20日
 

　

平成30年10月25日開催の取締役会において、平成30年９月30日の最終株主名簿に記録された株主に対し、次のと

おり第３四半期配当を行うことを決議いたしました。

(1) 配当の総額 1,143百万円

(2) １株当たりの配当額 9円54銭

(3) 支払請求の効力発生日及び支払開始 平成30年12月20日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 
平成30年11月12日

ＧＭＯフィナンシャルホールディングス株式会社

取　　締　　役　　会 御中

　

有限責任監査法人 ト　ー　マ　ツ
 

　
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   芝　　田　　雅　　也   ㊞
 

　
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   野　　根　　俊　　和   ㊞
 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   大　　辻　　隼　　人   ㊞
 

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＧＭＯ

フィナンシャルホールディングス株式会社の平成３０年１月１日から平成３０年１２月３１日までの連結会計年

度の第３四半期連結会計期間（平成３０年７月１日から平成３０年９月３０日まで）及び第３四半期連結累計期

間（平成３０年１月１日から平成３０年９月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸

借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期

連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期

連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビュー

の基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施され

る質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に

公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＧＭＯフィナンシャルホールディングス株式会社及び

連結子会社の平成３０年９月３０日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成

績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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